
京
都
。長
岡
京
跡

⑭

ｌ
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
府
長
岡
京
市
開
田
四
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
右
京
第
六
人
人
次
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）

一
二
月

１
二
〇
〇

一
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
山
本
輝
雄

。
中
島
皆
夫

・
小
畑
佳
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
長
岡
京
期

（七
八
四
年
１
七
九
四
年
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
区
は
右
京
六
条
二
坊
六
町
の
南
辺
部
に
あ
た
り
、
門

・
柵

・
井
戸

。
大

型
土
坑
な
ど
を
確
認
し
た
。
ま

た
、
宅
地
の
南
側
で
は
六
条
条

間
南
小
路
の
南
北
両
側
溝
を
検

出
し
て
い
る
。

木
簡
は
六
条
条
間
南
小
路
北

Ｄ

側
溝
Ｓ
Ｄ

一
五
、
な
か
で
も
調

立ロ肺

査
区
の
西
端
に
あ
る
枡
状
に
掘

潮

削
さ
れ
て
い
た
部
分
か
ら
出
土

し
た
。
枡
状
部
は
北
側
溝
が
幅

広
に
深
く
掘
削
さ
れ
て
い
た
部
分
で
、
陸

橋
状
の
掘
り
残
し
を
挟
ん
で
西
側
と
東
側

の
ニ
カ
所
に
分
か
れ
て
い
る
。
西
側
の
枡

状
部
は
長
さ
人
ｍ
以
上
で
さ
ら
に
西
へ
続

き
、
東
側
は
長
さ
約
四
ｍ
を
測
る
。
い
ず

れ
も
幅
が
約
二
ｍ
で
、
深
さ
は
〇

・
六
ｍ

程
度
を
測
る
。
枡
状
部
の
役
割
は
明
ら
か

で
な
い
が
、
こ
の
部
分
が
湧
水
層
で
あ
る

砂
層
ま
で
掘
削
さ
れ
、
宅
地
側
だ
け
に
護

岸
用
の
側
板

・
杭
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
簡
易
な
貯
水
施
設
と
考
え
る
の

が
妥
当
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
陸
橋
状

の
掘
り
残
し
は
右
京
六
条
二
坊
六
町
へ
の

通
路
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
は
枡
状
部
下

層
の
木
暦
を
多
く
含
む
粘
土
層
か
ら
七
二

点
出
上
し
て
お
り
、
埋
土
の
上
層
に
は
全

く
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
粘
土
層
か
ら
は
木
簡
と
と

も
に
、
戸
籍
、
計
帳
の
反
故
紙
と
考
え
ら

れ
る
漆
紙
文
書
断
片

一
一
点
、
墨
書
土
器

「廿
」
「見
」
「田
」
「秋
」
な
ど
の
文
字

|

井戸

|

右京六条二坊六町

北側溝

|

~1枡

状著Б

六条条間南小路

南側溝     日  |

長岡京跡右京第688次調査遺構図

―
―
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資
料
や
、
絵
の
あ
る
薄
板
な
ど
の
多
く
の
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。

以
下
、
漆
紙
文
書
の
釈
文
と
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
。

六
条
条
間
南
小
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
五
出
土
漆
紙
文
書
釈
文

オ
モ
テ
面
の
墨
痕

硼
　

□
長
谷

□
上
又

０

　

麻
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　

□

①

　

守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

　

□
疾

ω

　

□
年
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　

□

０

　

汁
五
　
□

漆
付
着
面
の
墨
痕

（オ
モ
テ
面
か
ら
鏡
文
字
で
観
察
）

０

　

年
汁
□

□

出
上
し
た
資
料
の
う
ち
、
墨
痕
の
あ
る
も
の
は
一
二
断
片
あ
り
、
そ
の
う
ち

の
二
断
片
は
直
接
つ
な
が
る
の
で
、
結
局

一
一
断
片
と
な
る
。
但
し
、
働
と
⑪

は
漆
付
着
面
ど
う
し
を
内
側
に
し
て
固
着
し
て
お
り
、
現
状
で
は
分
離
で
き
な

い
。
こ
れ
ら

一
一
断
片
は
す
べ
て
紙
や
漆
の
色
調
な
ど
か
ら
み
て
、
本
来
は
同

一
の
漆
容
器
蓋
紙
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。

断
片
に
は
、
漆
付
着
面
を
内
側
に
し
た
二
枚
重
ね
の
も
の

（①
②
⑤
と
⑪
０

０
０
）
と
、
そ
の
状
態
か
ら
分
離
し
た
と
思
わ
れ
る

一
枚
の
み
の
も
の
が
あ
る
。

二
枚
重
ね
の
断
片
の
チ
ち
、
折
れ
目
部
分
が
残
る
も
の
と
し
て
い
①
の
二
片

が
あ
る
が
、
折
れ
目
の
傾
き
を
み
る
と
、
い
は
文
字
の
行
に
対
し
て
上
で
右
に

約
三
二
度
、
①
は
上
で
左
に
約
五
〇
度
振
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
折
れ
目
は

一
回
の
折
り
で
で
き
る
こ
と
は
な
い
。
従
っ
て
、
二
回
折
り
畳
ん
で
四
つ
折
り

に
し
た
状
況
が
想
定
で
き
る
が
、
そ
の
際
、
や
や
折
れ
目
を
ず
ら
し
て
畳
ん
だ

た
め
に
、
完
全
に
四
枚
重
ね
に
な
ら
ず
、
二
枚
重
な
っ
た
だ
け
の
部
分
が
生
じ
、

そ
の
部
分
が
残
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
折
れ
目
を
復
元
的
に
展
開
し
た
と

す
る
と
、
や
や
上
で
左
に
傾
き
、
直
交
し
な
い

「
Ｘ
」
字
状
の
折
れ
目
が
あ
る

こ
と
に
な
る
。

こ
の
状
態
を
想
定
し
つ
つ
、
文
字
内
容
も
加
味
し
て
断
片
の
位
置
関
係
を
復

元
す
る
な
ら
ば
、
い
く
つ
か
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
墨
痕
の
な
い

断
片
も
含
め
て
接
合
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
全
体
の
大
き
さ
に
対

し
て
、
残
存
し
て
い
る
部
分
は
わ
ず
か
に
と
ど
ま
る
と
み
ら
れ
る
た
め
、
本
来

の
漆
容
器
蓋
紙
と
し
て
の
大
き
さ
は
推
定
で
き
な
い
。

オ
モ
テ
面
に
つ
い
て
は
、
ω
Ｏ
Ｃ
に
縦
界
線
が
み
え
る
他
、
①
①
に
は
横
界

線
も
み
え
る
。
界
幅
は
二
本
残
る
も
の
が
な
い
た
め
計
測
で
き
な
い
が
、
ω
で

行
間
を
測
る
と
約

一
・
八
∞
で
あ
る
。
書
体
は
比
較
的
整

っ
た
楷
書
で
あ
り
、

界
線
を
持
つ
こ
と
も
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
こ
の
面
が
正
規
の
文
書
と
し
て
作

(7)(6)

□左 士

雷震曇と
口

カ



ら
れ
た

一
次
文
書
と
推
定
で
き
る
。
内
容
を
み
る
と
、
人
名
、
年
齢
、
身
体
の

障
害
に
関
わ
る
記
述
が
み
え
る
。
戸
箱

・
計
帳
に
類
似
し
た
歴
名
様
の
文
書
と

推
定
で
き
る
が
、
身
体
障
害
の
注
記
が
目
立
つ
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
な
お
、

い
の
一
年
目
は

「身
」
ま
た
は

「耳
」
、
⑤
の
二
年
目
は

「五
」
ま
た
は

「九
」

の
可
能
性
が
あ
る
。

漆
付
着
面
は
、
現
状
で
は
界
線
な
ど
は
確
認
で
き
ず
、
書
体
も
オ
モ
テ
面
に

比
較
し
て
粗
雑
に
書
か
れ
て
い
る
。
オ
モ
テ
面
の
文
書
が
廃
棄
さ
れ
た
後
、
紙

背
を
二
次
的
に
利
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

内
容
は
年
齢
と
思
わ
れ
る
記
載
が
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

「猪
名
郷
物
マ
刀
自
白
米
五
半

「
　

十

二

月

十

日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
硬

深

牌
叉

ヽ

目

＊

武
義
郡

［口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞じ
×
μ『×
卜　
ｏ∞牌

「菅
田
郷
度
津
廣
司
戸
五
斗
」

「廷
暦
十
年
四
月

一
日
　
　
」
　

　

　

　

　

μ卜彙
μ巽
枷
露
＊

「越
前
〔酌
配
ビ
郡
少
日
日
日
Ｈ
日
□
」

「
五
斗

〕
い
時
×

］
∞
×

卜
　

ｏ
い
〕

「忌
浪
郷
同
国
天
伴
蓑
万
呂
□
〔Ⅲ
酔
兒
斗
」

「　
　
　
十

一
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
」

「忌
浪
郷
〔酢
酔
足
伴
岡
成
〔酢
配
広
主
五
斗
」

「　
　
　
　
　
十

一
月
五
日
　
　
　
　
　
」

「郡
宮
　
　
　
　
□
　
　
□
　
　
□
」

「延
暦
八
年
十

一
月
廿
日
□
　
　
　
」

〔郡
力
〕

「国
家
郷
□
□
　
口

「　
十
月
十
三
日
□

〔部
力
〕

「＜　□郷
相田醐

「
＜
　
　
　
延
暦
十
年

大
野
口
□
□
□
□
宅
浜
郡
綱
丁

ｌ

ｌ

「酒
マ
安
万
呂
白
米
五
斗
」

「　
　
十
二
月
十
二
日
　
」

中
Φ
い
×

Ｐ
『
×

釦
　

⇔
釦
μ
＊

（
‘

ｅ

×

Ｎ
Ｎ
×

”
　

ｏ
鐵

Ｎ
ｏ
μ
×

Ｐ
∞
×

卜
　

ｏ
伽
滓

（
お

じ

×

含

じ

×
］

ｏ
饂

（
Φ
い
）
×
μ
い
×
∞
　
ｏ
∞
Φ

Ｐ
『
∞
×

牌
∞
×

釦
　

⇔
観
Ｐ

μ
ω
『
×

］
∞
×

∞
　

ｏ
釦
〕
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「衣
縫
廣
人
五
斗
　
　
　
　
」

「延
暦
十

一
年
正
月
十
九
日
」

「物
マ
吉
万
呂
白
米
五
斗
」

「
　
十

一
月
十
九
日
　
」

「九
部
人
万
呂
五
斗
」

「正
月
十
六
日
上
　
」

「掃
守
乙
万
呂
白
米
五
斗
」

「　
十
二
月
十
五
日
　
　
」

「白
神
人
豊
成
五
斗
」

「　
　
九
月
十
二
日
」

「丸
部
廣
川
白
米
五
斗
」

「□
月
十
九
日
　
　
　
」

「酒
見
乙
上
白
米
五
斗
」

「
十

一
月
十
六
日
　
」

「平
群
安
万
呂
五
斗

「十
日
―十
日
月
□

〕
⇔
∞
×

Ｐ
『
×

卜
　

⇔
釦
Ｐ
＊

〕
釦
〕
×
梓
∞
×
∞
　
ｏ
釦
Ｐ

⇔
り
×

］
∞
×

∞
　

ｏ
り
臣

Ｐ
∞
〕
×

滓
∞
×

伽
　

ｏ
い
μ

Ｐ
ｏ
］
×

〕
ω
×
∞
　
Φ
り
Ｐ
＊

Ｐ
∞
∞
×

］
ｏ
×

卜
　

ｏ
伽
牌

Ｐ
ｏ
∞
×
〕
∞
×
Ｎ
　
ｏ
頓
Ｐ
＊

（
∞
∞
）
×

（
Ｐ
時
）
×
⇔
　
ｏ
∞
Ｐ



〕
（
閉
園
日
□
日
円
図
勢
囲
剛
内Ｍ
日
日
日
日
Ｗ
ｖ
』⑬
３４

一

キう
　

　

　

姜，
　

　

　

　

一

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〇

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，

一

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　．

一　

　

　

　

等＞
　

　

　

　

硼

一　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
９

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

く

　

　

　

●
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名
線
跡
剛
嘘
守
自
米
五
斗
」

。同
日
日
賂
説
鴫
ぎ

，
秦
人
公
勝

，
回
□
廣
麻
呂
□
回

牌
御
『
×

い
０
×

い
　

０
コ
牌

含
い
“
）
・×
‐ω
中
×
∞
　
Ｏ
ｕ
０

（３
ｅ
Ｘ
８
ｘ
伽　
ｏ
圏

含
鶴
）
一×
‘
Ｘ
い
　
０毬

Ｐ
い
∞
×

騨
∞
×

卜
　

０
９
Ｐ

骨
じ
ｘ
含
ｅ
ｘ
ω　
Ｏと

（
＝
ヽ
中
）
Ｘ
囀
０
×
ヽ
　
０
い
０

ド
一
『
×

Ｐ
�
Ｘ

Φ
　

ｏ
枷
μ

０
０
御
）
×

〕
ド
Ｘ
り
　
０
９
Ｐ
＊

⑫  ell∞

同
邸
醜
酸紀
五斗
エ

「
二
月
十
四
日
　
　
＜
」

「里
・占
回
□
詭
甦

〔
丸
力
由

「
　

　

　

□

〔西
力
〕

「□
□
回
公
多
阿
利
米
」

「　
　
十

一
月
十
九
日
」

「長
野
白
米
五
斗
」

「真
公
自
米
五
斗

「十
一報
唯
ｒ
百

「枚
人
白
米
五
斗

「十
年
十
二
月
廿
□

豊
足
米
五
斗

酔
酔配
人
白
米
五と

μ
〕
φ
一×
〕
〕
Ｘ
卜
　
０
伽
騨

（
い
０
い
）
×
鴬

Ｘ
∞
　
Ｏ
μ
や

屋
あ
Ｘ
一中
ド
×
ド
　
一
い
Ｐ

μ鷲
Ｘ
Ｈ
×‐
ヽ
　
◇
Ｈ

（
う
０
）
Ｘ
〕
ф
Ｘ
゛
　
０
中
Φ

（
牌
”
停
）
×
§
一
×
卜
　
Ｏ
漂

十
二
月
十
日
　
」

ド懲
Ｘ
怒
Ｘ
∞　
９
Ｐ　
　
５

〔
碁
器
力
〕

似
　
。
「物
マ
真
□
白
米

。
「　
　
十

一
月
十
九
日

・
□
□
置
始
古
万
呂
」

一
×
月
二
日

　

　

」

〔土
師
力
〕
　
　
　
〔五
カ
〕

名
回
□
部
万
呂
白
米
国
斗
」

。
「　
　
十
二
月
八
日
　
　
」

「
＜
安
曇
乙
回

・
ロ
マ
秋
足
□
米
伍
斗
」

。
×
月
七
日
　
　
　
　
」

〔
上
力
〕

名
□
ロ
マ
回
万
呂
五
斗
白
　
」

名
延
暦
十

一
年
正
月
十
六
日
」



。
「同
Ｈ
Ｈ
国
　
回
国
人
一五
斗

名
十
年
十

一
月
二
日

「口
回
回
回
万

‐
呂
五
斗
」

「殿
春
白
申
五
キ
」

漑
春
米
上
回

「
く
米
五
斗
□
□

□
　
日
米
五
斗
五
月
十
三
日
」

。
□
回
　
　
　
口
日
　
五
斗

〔廿
力
由

・　
十
二
月
□
日

上
久
回
口
回

□
半

□
米
」

五
斗
」

。
「回
□
回
□
□
□
□
」

名
廿
□
□
□
□
　
　
」

（
Ｐ
〕
い
）
×
中
卜
Ｘ
ド
　
一
岬
Ｐ

中
∞
い
×
や
Φ
Ｘ
∞
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０
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□
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蘇
報
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」

「
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淋
報
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」

「□
□
□
□
□
□

「十

一
年
二
月
九
日
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□
□
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□
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□
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口
□
□
日
Ｈ
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Ｈ
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日
日

日
日
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□
□
□
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□
□
□
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ぐ

じ

×

含
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×

］

ｏ
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含

⇔
『
）
×

］
ｏ
×

卜
　

ｏ
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Φ

（
Ｐ
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）
×
Ｐ
∞
×
Ｏ
　
ｏ
∞
〕

ａ
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含

ｃ
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）
×
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×
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ｏ
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（
］
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）
×

（
〕
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）
×
］

ｏ
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Ｏ
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×

Ｇ

）
×
中
　
ｏ
曽

（
Ｐ
伽
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×

（
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）
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Ｐ
　
ｏ
∞
Ｐ

（
『
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）
×
Ｐ
釦
×
ｏ
　
ｏ
∞
Ｐ

Ｏ
Ｏ
Ｐ

六
条
条
間
南
小
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
五
出
土
木
簡
に
は
、
廷
暦
八
年

（七
八
九

⑭
）、
延
暦

一
〇
年

（⑤
①
∞
）、
延
暦

一
一
年

（ω
切
⑫
働
）
の
年
紀
を
持
つ
も

の
が
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
六
条
条
間
南
小
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
五
枡
状
部
の
下

層
粘
土
層
か
ら
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
は
あ

る
程
度
の
一
括
性
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
木
簡
は
多
く
が
荷

札
で
、
そ
の
形
態
は
〇
五

一
型
式
が
大
部
分
を
占
め
る
。
荷
札
表
面
の
表
記
形

式
は

「貢
納
者
名
十
物
品
名
十
物
品
の
数
量
」
の
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
で
、
物

品
名
お
よ
び
数
量
は
多
く
が
白
米
と
五
斗
で
あ
る
。
貢
納
者
名
の
前
に
郡
郷
名

を
記
す
資
料
に
は

「武
義
郡
」
（美
濃
国
）
「菅
田
郷
」
（美
濃
回
武
義
郡
）
「忌
浪



郷
」
（越
前
国
江
沼
郡
）
な
ど
が
み
ら
れ
た
。
な
お
、
荷
札
木
簡
の
法
量
分
布
は

長
さ
が

一
〇
０
１

一
六
〇
剛
、
幅

一
五
―
二
〇
剛
の
範
囲
に
集
中
す
る
。

①
は
、
「蘇
民
将
来
」
呪
符
木
簡
で
あ
る
。
長
さ
二
七
ｍｍ
幅

一
三
ｍｍ
と
非
常

に
小
さ
い
も
の
で
、
「蘇
」
の
字
で
も
五
剛
角
程
度
の
大
き
さ
し
か
な
い
。
木

簡
の
中
央
上
部
に
は
径

一
ｍｍ
程
度
の
小
さ
な
孔
が
貫
通
し
、
中
心
付
近
に
は
文

字
の
上
か
ら
木
釘
が
打
た
れ
て
い
る
。
穴
は
木
簡
の
大
き
さ
や
護
符
と
し
て
の

用
途
を
考
慮
す
れ
ば
、
袖
口
な
ど
に
ぶ
ら
下
げ
る
た
め
の
糸
穴
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
木
釘
は
身
に
つ
け
る
護
符
と
し
て
の
用
途
を
果
た
し
た
あ
と
、
土
壁
な

ど
に
打
ち
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「蘇
民
将
来
」
呪
符
木
簡
は
全

国
で
五
〇
点
以
上
が
出
上
し
て
い
る
が
、
今
回
の
資
料
は

「蘇
民
将
来
」
の
文

言
を
用
い
た
札
と
し
て
最
も
古
い
段
階
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
資

料
の
特
徴
は
非
常
に
小
さ
く
、
ぶ
ら
下
げ
る
た
め
の
孔
を
有
す
る
点
で
あ
り
，

「蘇
民
将
来
」
疫
病
除
け
信
仰
の
よ
り
原
初
的
な
時
期
に
は
、
持
ち
主
が
ま
さ

し
く
疫
病
除
け
の
お
札
と
し
て
身
に
付
け
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「蘇

民
将
来
」
呪
符
木
簡
を
用
い
た
疫
病
除
け
信
仰
の
は
じ
ま
り
、
木
簡
が
授
与
さ

れ
た
場
の
検
討
な
ど
、
都
城
に
お
け
る
精
神
生
活
を
考
察
す
る
上
で
貴
重
な
資

料
と
言
え
る
。

出
土
し
た
文
字
資
料
に
は
右
京
六
条
二
坊
六
町
の
性
格
を
具
体
的
に
示
す
も

の
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
長
岡
京
の
四
条
大
路
以
南
で
は
木
簡
が
ま
と

ま
っ
て
出
土
し
た
例
が
な
く
、
大
町
に
は
公
的
な
機
関
が
存
在
し
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
枡
状
部
か
ら
は
大
量
の
桜
樹
皮
と
と
も
に
櫛
未
製
品

・

漆
容
器

。
ト
リ
ベ

・
フ
イ
ゴ
羽
口

・
石
製
鈍
尾
未
製
品
が
出
上
し
て
お
り
、
木

製
品
を
中
心
に
多
様
な
製
品
を
扱
う
工
房
の
存
在
を
も
窺
わ
せ
る
。
調
査
地
の

南
、
右
京
七
条
二
坊
は
長
岡
京
西
市
の
有
力
な
推
定
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
六

町
に
想
定
し
た
公
的
な
施
設
の
性
格
は
西
市
に
物
資
を
供
給
す
る
た
め
の
出
先

機
関
や
工
房
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
木
簡
、
漆
紙
文
書
の
釈
読
に
関
し
て
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
調

査
室
の
方
々
よ
り
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

（中
島
皆
夫
、
７
漆
紙
文
書
解
説
　
古
尾
谷
知
浩

〈名
古
屋
大
学
》




